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システムアーツ株式会社システムアーツ株式会社システムアーツ株式会社システムアーツ株式会社 

 

この装置をご使用に当たっての安全上のご注意この装置をご使用に当たっての安全上のご注意この装置をご使用に当たっての安全上のご注意この装置をご使用に当たっての安全上のご注意    

 

この装置のご使用に当たっては最初に「安全上のご注意」及び、「取扱説明書」を熟読されて下さい。

読み終わったら、本書を大切に保管し、必要に応じて必要な箇所をお読み下さい。 

 

本書では、安全上の注意事項を「危険」「警告」「注意」の３つで区別しています。 

 

      危危危危    険険険険 
本機を誤って取り扱う事で、人が死亡又は、重傷を負う危険が 

差し迫って生じる事が想定される内容を示しています。 

      警警警警    告告告告 
本機を誤って取り扱う事で、人が死亡又は、重傷を負う 

可能性が想定される内容を示しています。 

      注注注注    意意意意 

本機を誤って取り扱う事で、人が傷害を負う可能性が 

想定される内容及び、物的損害の発生が想定される内容を 

示しています。 

 

本書の中で使用されるﾏｰｸの意味は下記の通りです。 

 

     危険、警告、注意 
       火災に注意 

     感電に注意 

   一般的な禁止     接触禁止     分解禁止 

       義務事項 
    電源を外す事        接地を行う事 

 

    危危危危    険険険険    

AC 電源ｹｰﾌﾞﾙの端子側を端子台に接続しない状態で、AC ﾌﾟﾗｸﾞをｺﾝｾﾝﾄに 

差し込まないで下さい。端子部分がｼｮｰﾄして、感電及び、火災を招く恐れが 

有ります。 

  

 信号線を確実に接続した後に、電源を投入して下さい。信号線を 

 接続しないで、電源を投入する事で思わぬ事故を招く恐れが有ります。 

                                  

 

 

 

 

 



 

 
システムアーツ株式会社システムアーツ株式会社システムアーツ株式会社システムアーツ株式会社 

 

    警警警警    告告告告    

 本機は、電源に AC90V ～ 264V を使用しています。この電源以外のものを 

 使用しますと、本体の火災及び、故障につながります。 

 

  

本機の分解及び、改造は絶対に行わないで下さい。 

火災及び、故障の原因となります。 

                                  

本機を使用中に異常な発熱、発煙及び、異常な臭いがした場合はすぐに電源を 

切り、装置の使用を中止して下さい。その後、弊社又は、代理店にご連絡下さい。 

そのままで装置を使用することで火災の原因となります。 

 

 

    注注注注    意意意意    

本機は、仕様書で定められている環境下でご使用下さい。範囲外の環境で 

使用することで、故障及び、動作異常の原因となります。 
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1. 概 要 

本機は各種機器の稼動時間、動作回数(ｶｳﾝﾄ値)、ON 時刻、OFF 時刻の全て又は 任意の項目を組合わせ

て印字する稼動記録計です。電源は AC100V / AC200V 共用で、停電の時は内部電池で時計を動作し、

稼動時間及び ｶｳﾝﾄ値を不揮発ﾒﾓﾘｰに保存します。 

 

2. 構成と動作 

2-1. 構成図 

電 源

7seg 表 示

C

P

U

制

御

動作条件記憶

OFF時刻 入力

小 計

積

算

ﾘｾｯﾄ    入力

日 計

ﾌﾟﾘﾝﾄ   入力

月 計

操 作 ｽ ｲ ｯ ﾁ

時 計

動作設定ｽｲ ｯﾁ

ﾘ ﾁ ｳ ﾑ 電 池

稼働時間入力

フォ トカ プラ

ﾌ ﾟ ﾘ ﾝ ﾄ 機 構

NP-K2012R

ｶｳﾝﾄ値  入力

O N時刻 入力

AC100V/200V

【90～264V】
各部へ

 

 

2-2. 入力回路 

1.  図のようにﾎﾄｶﾌﾟﾗで内部回路と絶縁しています。 

2.  ｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ、無電圧接点、有電圧信号で制御できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1 

図 2-2A 図 2-2B 

RB060MM-60 

CRG09A 

CRG09A 

図 2-2C 有電圧入力 
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3.  内部電源は、ﾀﾞｲｵｰﾄﾞを通してｶﾌﾟﾗの電源として接続されています。 

4.  外部電源を使用するときは、DC24V の電圧を供給します。 

5.  上記の入力回路なので、ｼｰｹﾝｻの出力にも対応できます。 

 

2-3. 入力に対する動作 

1.  時刻設定中は入力信号は無視し、積算動作をしません。 

2.  稼 働 時 間 

1) 入力 ON 時間を 1 秒単位でｶｳﾝﾄします。この際、1秒以下の端数は切り捨てます。 

2) 最大計数時間は、99 日 23 時間 59 分 59 秒で、それを越えると“ 0 ”から計数を続けます。 

 

3.  ｶ ｳ ﾝ ﾄ 値  

1) 入力電流 ON のｴｯｼﾞを検出してｶｳﾝﾄします。 

2) 最大計数値は 8桁で、それを越えると“0”になり、計数を続けます。 

3) 入力の最大周波数は、20Hz と 5KHz が動作設定ｽｲｯﾁで選択できます。 

入力周波数が低い時、例えば接点入力の時は、20Hz で使用するとﾁｬﾀﾘﾝｸﾞによる誤ｶｳﾝﾄを防

止できます。5KHz の時は、雑音による誤ｶｳﾝﾄが起こり易いので、ﾂｲｽﾄ ﾍﾟｱのｼｰﾙﾄﾞ線等を用

い、雑音が混入しない様に御注意下さい。 

 

4.  O N 時 刻 ： tL=tH=0.1 秒以上 

OFF が約 0.1 秒以上続いた後、0N が約 0.1 秒以上続くと ON の変化を検出して、ON 時刻をﾌﾟﾘﾝﾄし

ます。短時間に ON，OFF が繰り返された時は、ONを 8 回まで記憶してﾌﾟﾘﾝﾄしますが、それ以上は

無視してﾌﾟﾘﾝﾄしません。 

 

5.  O F F 時 刻 

ON が約 0.1 秒以上続いた後、OFF が約 0.1 秒以上続くと OFF の変化を検出して、OFF 時刻をﾌﾟﾘﾝﾄ

します。短時間に ON，OFF が繰り返された時は、OFF を 8 回まで記憶してﾌﾟﾘﾝﾄしますがそれ以上

は無視してﾌﾟﾘﾝﾄしません。 

 

6.  ﾌ ﾟ ﾘ ﾝ ﾄ 条 件 

1) 下記の時ﾌﾟﾘﾝﾄするので、入力を無接続にしたﾃﾞｰﾀはﾌﾟﾘﾝﾄしません。従って、必要な入力の

みを接続して使用します。 

① 稼動時間とｶｳﾝﾄ値が“0”の時は、ﾌﾟﾘﾝﾄしません。 

② ON と OFF 時刻は変化を検出した時にﾌﾟﾘﾝﾄします。 

2) 4 入力をまとめて 1個の入力信号を接続すると、稼動時間、ｶｳﾝﾄ値、ON時刻、及び OFF 時刻

のﾌﾟﾘﾝﾄができます。同様に任意の組み合わせで必要なﾃﾞｰﾀがﾌﾟﾘﾝﾄできます。 

3) ﾌﾟﾘﾝﾄ ﾃﾞｰﾀは 32 ﾃﾞｰﾀ分まで記憶してﾌﾟﾘﾝﾄできます。 

 

 

  



3 
 

 
 
   

ｼｽﾃﾑｱｰﾂ SA269A 

 

2-4. その他の入力 

1.  ﾘ ｾ ｯ ﾄ 入 力 

入力を ONすると稼働時間とｶｳﾝﾄ値の小計、日計、月計を“0”ﾘｾｯﾄします。 

 

2.  ﾌ ﾟ ﾘ ﾝ ﾄ 入 力 

入力を ON すると稼動時間とｶｳﾝﾄ値をﾌﾟﾘﾝﾄするので、外部指令による自動又は 手動ﾌﾟﾘﾝﾄに使用

できます。 

SW1-5～SW1-8 で自動ﾌﾟﾘﾝﾄを選択していても、ﾌﾟﾘﾝﾄ入力を ONするとﾌﾟﾘﾝﾄします。 

又、日計、月計ﾌﾟﾘﾝﾄの有無は SW1-3，SW1-4 の設定で選択します。 

 

3.  時計 の同 期 

1) 商用電源周波数、50 / 60Hz に同期して時計が歩進します。 

2) 動作設定ｽｲｯﾁ SW2-1，SW2-2 で電源同期の有無と周波数を設定します。 

電源同期中の時計誤差は短時間では、0 ～ 5 秒程度で変動しますが長期間経過しても誤差が

積算されません。 

 

2-5. 日計及び月計 

1.  ﾌ ﾟ ﾘ ﾝ ﾄ 

1) SW1-3，SW1-4 の設定で、日計と月計を 18 時，又は 24 時に定時ﾌﾟﾘﾝﾄします。 

2) SW1-3，SW1-4 の設定で、ﾌﾟﾘﾝﾄしないこともできます。 

 

2.  ﾘ ｾ ｯ ﾄ 

1) 日計は定時ﾌﾟﾘﾝﾄ後、月計は月末の定時ﾌﾟﾘﾝﾄ後にﾘｾｯﾄします。 

2) ﾘｾｯﾄ入力を ONするとﾘｾｯﾄします。 

3) 【 S3 】ｽｲｯﾁを「測定」から「時刻設定」にするとﾘｾｯﾄします。 
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2-6. ﾌﾟﾘﾝﾄﾌｫｰﾏｯﾄ 

倒立解除のﾌﾟﾘﾝﾄ例(SW1-1:ON) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*1 ： 日時末尾の文字は下記に示します 

S2-5:OFF S2-5:ON

定時ﾌﾟﾘﾝﾄ 定時 *

小計の自動ﾌﾟﾘﾝﾄ 自動 *

確認ﾌﾟﾘﾝﾄ 確認 T

外部ﾌﾟﾘﾝﾄ 外部 #

日時末尾の文字

 

 

*2 ： 計数値のﾌﾟﾘﾝﾄ 

1) 積算時間 

99 日 23 時 59 分 59 秒 最大( 0 日の時は、日の桁をﾌﾟﾘﾝﾄしない ) 

全桁“ 0 ”の時は積算時間をﾌﾟﾘﾝﾄせず、その場所にｶｳﾝﾄ値を繰り上げてﾌﾟﾘﾝﾄ。 

2) ｶｳﾝﾄ値 

99,999,999 最大 

上位桁の“ 0 ”のﾌﾟﾘﾝﾄはしない。全桁“ 0 ”の時はｶｳﾝﾄ値をﾌﾟﾘﾝﾄしない。 

*3 ： 集計のﾌﾟﾘﾝﾄ 

1) 18 時、又は 24 時に積算値、ｶｳﾝﾄ値の小計、日計、月計をﾌﾟﾘﾝﾄする。 

2) 小計、日計、月計が全て“0”の時は、積算値、ｶｳﾝﾄ値共にﾌﾟﾘﾝﾄしない。 

*4 ： 時刻修正した時、“ADJ”の前に修正内容をﾌﾟﾘﾝﾄする。 

秒  ：±30 秒修正した時 

分～年：分～年を修正した時 

*5 ： 時計異常のﾌﾟﾘﾝﾄ 

長時間の未使用等で時計の内容等が無い時にﾌﾟﾘﾝﾄする。 

 

  

図 2-6B 

紙 

送 

り 

＊＊＊＊ 5＊＊＊＊10＊＊＊＊15＊＊＊＊20＊＊＊＊25＊＊ 

 
１２月３１日 ２３時１３分  確  認 

          小 計      ２３時５９分５９秒  

                  １２３４５６７８  

 

１２月３１日 ２３時１５分３７秒 ＯＮ   

１２月３１日 ２３時４６分４８秒 ＯＦＦ 

 

１２月３１日 ２４時００分  定  時 

          小 計      ０１時２６分４８秒  

                       ３２１  

          日 計      １７時１８分２２秒  

                     ５５６６７  

          月 計   ２１日０７時０８分３６秒  

                   １２３４５０８  

 

２２年１２月３１日 １２時２５分００秒   秒 ＡＤＪ 

 

ＴＩＭＥ ＆ ＭＥＭＯＲＹ ＩＲＲＥＧＵＬＡＲ 

 

 

改行 

ON 時刻 

OFF 時刻 

改行 

手動秒修正  *4 

時計異常   *5 

改行 

日時 *1 

改行 

上から積算時間、及びｶｳﾝﾄ値 *2 

改行 

日計 

月計 

*3 
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2-7. 動作設定ｽｲｯﾁ 

電源 OFF の状態で動作設定ｽｲｯﾁを設定します。(出荷時：SW1,SW2 共に全て「ON」) 

 

1.  SW1-1～SW1-2 ： ﾌﾟﾘﾝﾄ文字方向、及び 小計のﾘｾｯﾄ条件設定 

SW 1 設定 動　　　作

ON  ﾌﾟﾘﾝﾄ文字 倒立解除(古いﾃﾞｰﾀが上方向になる)

OFF  　　〃 倒立指定(古いﾃﾞｰﾀが下方向になる)

ON  積算時間、ｶｳﾝﾄ値の小計ﾘｾｯﾄ ﾌﾟﾘﾝﾄ毎、及び外部ﾘｾｯﾄ *1

OFF  　　　　〃 外部ﾘｾｯﾄのみ *1

S1-1

S1-2

*1 外部ﾘｾｯﾄは小計、日計、月計の全てをﾘｾｯﾄします。 

 

2.  SW1-3，SW1-4 ： 日計、月計のﾌﾟﾘﾝﾄ  

S1-4 S1-3 動   作 S1-4 S1-3 動   作

OFF OFF  ﾌﾟﾘﾝﾄしない ON OFF  24時にﾌﾟﾘﾝﾄ *2

OFF ON  18時にﾌﾟﾘﾝﾄ *2 ON ON  外部ﾌﾟﾘﾝﾄのみ

*2 月計は月末の日計ﾌﾟﾘﾝﾄ時にﾘｾｯﾄします。 

 

3.  SW1-5～SW1-8 ： 小計の自動ﾌﾟﾘﾝﾄ間隔 

1) 0 時を基準に下記の時間間隔で自動ﾌﾟﾘﾝﾄします。 

2) ｻｰﾏﾙﾍｯﾄﾞの寿命が 50km(100万行以上)なので、短い間隔でﾌﾟﾘﾝﾄする時は御注意下さい。 

短い間隔のﾌﾟﾘﾝﾄは、短時間、及び ﾁｪｯｸ用に使用します。 

S1-8 S1-7 S1-6 S1-5 動　作 S1-8 S1-7 S1-6 S1-5 動　作

OFF OFF OFF OFF  30 秒 ON OFF OFF OFF  ２ 時間

OFF OFF OFF ON  １ 分 ON OFF OFF ON  ３  〃

OFF OFF ON OFF  ２ 〃 ON OFF ON OFF  ４  〃

OFF OFF ON ON  ５ 〃 ON OFF ON ON  ６  〃

OFF ON OFF OFF  10 〃 ON ON OFF OFF  ８  〃

OFF ON OFF ON  20 〃 ON ON OFF ON  12  〃

OFF ON ON OFF  30 〃 ON ON ON OFF  24  〃

OFF ON ON ON  １時間 ON ON ON ON 自動ﾌﾟﾘﾝﾄ無

 

4.  SW2-1 ～ SW2-2：時計の電源同期 

S2-2 S2-1 動   作 S2-2 S2-1 動   作

OFF OFF  同期しない *4 ON OFF  60Hz 同期 *3

OFF ON  50Hz 同期 *3 ON ON  同期しない *4

*3 電周波数で時計を同期するとき、電源周波数と同じに設定する。 

*4 自家発電等のとき設定する。 

 

5.  SW2-3：ｶｳﾝﾄ周波数 

SW 2 設定 動　　　作

ON  ｶｳﾝﾄ周波数 20Hz 最大

OFF  　　〃 5kHz 最大

S2-3

SW2-4：未使用 
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6.  SW2-5、SW2-6 ：  日時末尾の文字、紙ｶｯﾄ動作 

SW 2 設定 動　　　作

ON  日時末尾の文字 記号(*、*、T、 #)

OFF  　　〃 漢字(定時、自動、確認、外部)

ON  紙ｶｯﾄ動作 ﾛｰﾃﾞｨﾝｸﾞ後にﾊﾟｰｼｬﾙｶｯﾄ(中央１点残し)

OFF  　　〃 ﾛｰﾃﾞｨﾝｸﾞ後にﾌﾙｶｯﾄ

S2-6

S2-5

 

7.  SW2-7，SW2-8 ： ﾌﾟﾘﾝﾄ後の改行数 

S2-8 S2-7 改 行 数 S2-8 S2-7 改 行 数

OFF OFF  1行 ON OFF  3行

OFF ON  2行 ON ON  4行

 

 

2-8. 操作ｽｲｯﾁ 

1.  ｽｲｯﾁの種類 

制御ｽｲｯﾁは右図の通りで、【 S6 】【 S7 】ｽｲｯﾁが 

ﾊﾟﾈﾙ面に付いており、他はｻﾌﾞﾊﾟﾈﾙ内に付いています。 

【 S3 】 S4 ～ S7の動作を決定する。 

  測  定＝入力を受け付ける。 

  時刻設定＝時計に時刻設定する。 

【 S4 】 測  定＝時計の±30 秒修正 

  時刻設定＝+1 ｶｳﾝﾄ 

【 S5 】 測  定＝確認ﾌﾟﾘﾝﾄ(ﾌﾟﾘﾝﾄしてもﾘｾｯﾄしない) 

  時刻設定＝-1 ｶｳﾝﾄ 

【 S6 】 測  定＝紙ｶｯﾄ 

  赤ＬＥＤ＝用紙無し・ﾌﾟﾘﾝﾀ異常時に点滅/点灯します。 

【 S7 】 測  定＝紙送り 

  時刻設定＝設定した時刻をﾌﾟﾘﾝﾄし、次の桁の設定に移行する。 

  緑ＬＥＤ＝時計の秒点滅表示 

 [7 ｾｸﾞﾒﾝﾄ LED]  

    時刻設定＝設定中項目の 2桁を表示 

 

2.  【 S3 】ｽｲｯﾁが「測定」側の時の動作 

1) 入力の測定をします。 

2) 【 S4 】ｽｲｯﾁを時報に合わせて押すと±30 秒修正し、日時(年～秒)を図 2-8B の     

様にﾌﾟﾘﾝﾄします。 

① 00 ～ 29 秒のときは秒ﾘｾｯﾄのみ、30 ～ 59 秒のときは秒ﾘｾｯﾄして分へ桁上げします。 

② 分以上が違う時は、【 S3 】ｽｲｯﾁを「時刻設定」側に切り替えて合わせます。 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-8B 

【 S4 】ｽｲｯﾁを押したとき 

 
２２年１０月２５日 ０９時３０分００秒   秒 ＡＤＪ 

 

＊＊＊＊ 5＊＊＊＊10＊＊＊＊15＊＊＊＊20＊＊＊＊25＊＊ 

図 2-8A 
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3) 【 S5 】ｽｲｯﾁを押すと時刻末尾に“ T ”を付けて小計、日計及び月計のﾓﾆﾀｰﾌﾟﾘﾝﾄをします。 

この時は、各ｶｳﾝﾄ値はﾘｾｯﾄしません。 

4) 【 S6 】ｽｲｯﾁ(紙ｶｯﾄ)を押すとﾌﾟﾘﾝﾄ用紙をﾛｰﾃﾞｨﾝｸﾞ後に自動ｶｯﾄします。用紙の切取り交換等

に使用します。 

5) 【 S7 】ｽｲｯﾁ(紙送り)を押すとﾌﾟﾘﾝﾄ用紙を 1行空送りします。 

 

3.  【 S3 】ｽｲｯﾁが「時刻設定」側の時の動作 

1) 【 S3 】ｽｲｯﾁを「測定」側から「時刻設定」側に切り替えた時は、小計、日計及び月計をﾌﾟ

ﾘﾝﾄした後ﾘｾｯﾄし、全て“0”から計数します。 

2) 分 ～ 年の時刻設定、修正ができます。 

秒は「測定」側の状態で、±30 秒修正して合わせます。 

3) 最初の電源 ON及び電池保護時間を超える停電解除の時は、「00年 01 月 01 日 00 時 00 分 00

秒」から歩進を開始します。 

4) 時刻設定は、分、時、日、月、年の順に行います。【 S3 】ｽｲｯﾁを「測定」側から「時刻設定」

側にすると、「分」の設定状態になります。 

7 ｾｸﾞﾒﾝﾄ LED に設定中の内容(分、時、日、月、年)を 2桁表示します。 

5) 設定例 

00年 01 月 01 日 00 時 00 分 → 22年 10 月 25 日 00 時 08 分に修正する場合 

① 分：【 S4 】(+1) ｽｲｯﾁを 8 回押して【 S7 】ｽｲｯﾁを押す。 

② 時：修正しないため、【 S7 】ｽｲｯﾁを押してﾌﾟﾘﾝﾄする。 

③ 日：【 S5 】(-1) ｽｲｯﾁを 7回押して【 S7 】ｽｲｯﾁを押す。 

④ 月：【 S5 】(-1) ｽｲｯﾁを 3 回押して【 S7 】ｽｲｯﾁを押す。 

⑤ 年：【 S4 】(+1) ｽｲｯﾁを 22 回押して【 S7 】ｽｲｯﾁを押す。 

6) 時刻設定時のﾌﾟﾘﾝﾄ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊上から、【 S3 】ｽｲｯﾁを「時刻設定」側にした時、分、時、日、月、年設定後のﾌﾟﾘﾝﾄです。 

＊小計、日計、月計の積算値があるときは「時刻設定」側にした時、ﾌﾟﾘﾝﾄしてﾘｾｯﾄします。 

＊【 S7 】ｽｲｯﾁを押すと設定内容の 00秒になり、時計は歩進を続けています。 

＊時刻設定終了後に【 S3 】ｽｲｯﾁを「測定」側に切り替えます。 

 

 

  

図 2-8C 

 
０１月０１日 ００時００ Ｓ 

 

００年０１月０１日 ００時０８分００秒   分 ＡＤＪ 

 

００年０１月０１日 ００時０８分００秒   時 ＡＤＪ 

 

００年０１月２５日 ００時０８分００秒   日 ＡＤＪ 

 

００年１０月２５日 ００時０８分００秒   月 ＡＤＪ 

 

２２年１０月２５日 ００時０８分００秒   年 ＡＤＪ 

 

 

＊＊＊＊ 5＊＊＊＊10＊＊＊＊15＊＊＊＊20＊＊＊＊25＊＊ 

0 でないｶｳﾝﾄ値はﾌﾟﾘﾝﾄし

てﾘｾｯﾄする 
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3. 保 証 

納入後 1年以内に発生した設計上及び製造上に起因する故障の時は無償で修理、交換又は部品の供給

をします。 但し、現品の受渡しは輸送等によるものとし、現地ｻｰﾋﾞｽは除きます。尚、現地ｻｰﾋﾞｽは費

用等について協議後に行います。 

 

4. 仕 様 

 

4-1. 時 計 

1.  時 計  99年 12 月 31 日 23 時 59 分 59 秒まで 

2.  時 刻 表 示  無し(ﾌﾟﾘﾝﾄして確認する) 

3.  秒 表 示  【 S7 】ｽｲｯﾁの緑 LED が 1 秒周期で点滅 

4.  閏 年  西暦下 2 桁、2,099年まで自動更新する。 

5.  時 間 基 準  

1) 水晶発振器 

2) 日   差：4 秒以下 / 0 ～ 40℃ 

3) 参 考 値：約 0.5 秒 / 25 ± 3℃ 

6.  時 刻 設 定  各桁を+1 又は-1 して設定する。(2-8.項参照) 

7.  ± 3 0 秒 修 正  

1) 00 ～ 29 秒のときは秒ﾘｾｯﾄのみ 

2) 30 ～ 59 秒のときは秒 ﾘｾｯﾄし、分へ桁上げする。 

修正方法：内部前面ｻﾌﾞﾊﾟﾈﾙ内の【 S4 】ｽｲｯﾁを押す。 

8.  50Hz/60Hz 同期  

1) SW2-1，SW2-2 で、50Hz、又は 60Hz を選択したとき有効 

2) 電源周波数又は外部の水晶発振器で同期する。 

3) 商用電源周波数で同期すると、短時間では±0 ～ 5 秒程度で変動するが、長時間経過しても

誤差が積算されません。 

 

4-2. 稼働時間 

1.  入 力 ・ON  電圧 ： 10V 以上 

・OFF 電圧 ：  4V 以下 

2.  計 数  入力 ON 時間を 1 秒単位で計数する。(1秒以下の端数は切り捨てる。) 

3.  計数最大時間  99 日 23 時間 59 分 59 秒 (小計をﾘｾｯﾄしないで計数したとき) 

4.  集 計 種 類  

1) 小計、日計、月計の 3 種 

2) 小計：ﾀｲﾏｰで自動、又は 手動ﾌﾟﾘﾝﾄ 

3) 日計、月計：18 時、又は 24 時に自動ﾌﾟﾘﾝﾄ 

(手動ﾌﾟﾘﾝﾄも選択できる。） 

5.  ﾌ ﾟ ﾘ ﾝ ﾄ  禁 止 小計、日計、月計が全て“ 0 ”の時はﾌﾟﾘﾝﾄしない。 

従って、積算値が不要の時は、入力をｵｰﾌﾟﾝにしておくとﾌﾟﾘﾝﾄしない。 

6.  ﾘ ｾ ｯ ﾄ ﾌﾟﾘﾝﾄ毎と手動でﾘｾｯﾄ、又は 手動ﾘｾｯﾄのみが選択できる。                                
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4-3. ｶ ｳ ﾝ ﾄ 値 

1.  計 数 入力 ON のｴｯｼﾞを計数する。 

2.  最 大 値 ・ 8 桁：小計 

・12 桁：日計、月計 

3.  そ の 他 入力、集計種類、ﾌﾟﾘﾝﾄ禁止、ﾘｾｯﾄは稼動時間と同じ。 

 

4-4. ON 時刻 

1.  ﾌ ﾟ ﾘ ﾝ ﾄ  

① 入力 ON を検出し、時刻と共にﾌﾟﾘﾝﾄする。 

② ON 時刻をﾌﾟﾘﾝﾄしない時は、入力をｵｰﾌﾟﾝにしておく。 

2.  O N / O F F 時 間 0.1 秒以上 

3.  入 力 稼動時間と同じ 

 

4-5. OFF 時刻 

1.  ﾌ ﾟ ﾘ ﾝ ﾄ  

1) 入力 OFF を検出し、時刻と共にﾌﾟﾘﾝﾄする。 

2) OFF 時刻をﾌﾟﾘﾝﾄしない時は、入力をｵｰﾌﾟﾝにしておく。 

2.  O N / O F F 時 間 0.1 秒以上 

3.  入 力 稼動時間と同じ 

 

4-6. ﾘｾｯﾄ入力 

1.  動 作 入力 ON で稼動時間、ｶｳﾝﾄ値の小計、日計、月計をﾘｾｯﾄする。 

2.  O N / O F F 時 間 0.1 秒以上 

3.  入 力 稼動時間と同じ 

 

4-7. ﾌﾟﾘﾝﾄ入力 

1.  動 作 入力 ON で稼動時間、ｶｳﾝﾄ値の小計をﾌﾟﾘﾝﾄする。 

2.  O N / O F F 時 間 0.1 秒以上 

3.  入 力 稼動時間と同じ 

 

4-8. ﾌﾟﾘﾝﾄ機構・用紙 

1.  機 構 部 NP-K2012R-KA0  

2.  ﾌ ﾟ ﾘ ﾝ ﾄ 方 式 感熱ﾗｲﾝﾄﾞｯﾄ式で、感熱紙にﾌﾟﾘﾝﾄ 

3.  文 字 ｻ ｲ ｽ ﾞ 12 x 24 ﾄﾞｯﾄで、幅 1.5mm x 高さ 3.0mm 

4.  桁 数 27 桁 

5.  速 度 20mm/sec以下(最大印字幅 48mm) 

6.  寿 命 ・ｻｰﾏﾙﾍｯﾄﾞ : 50km (100万行以上) 

・ｵｰﾄｶｯﾀｰ  : 50万ｶｯﾄ 

7.  ﾌ ﾟ ﾘ ﾝ ﾄ 用 紙 ・幅 58mm 、用紙厚 59～75µmのﾛｰﾙ形状(最大外径φ80mm、軸内外径φ12mm、 

軸外外径 φ18mm)の感熱紙(ｼｽﾃﾑｱｰﾂ(株)) 

※ｺｱﾚｽ、ﾐｼﾝ目等の特殊加工等の用紙は使用しないでください。 

・用紙の残り 1m 程度で赤色ﾏｰｸが見えるので、早めに交換の事。 

8.  ｱ ﾗ ｰ ﾑ ﾗ ﾝ ﾌ ﾟ 用紙無し・ﾌﾟﾘﾝﾀ異常時に【 S6 】ｽｲｯﾁの赤 LED を点灯/点滅する。 

点灯/点滅中のﾌﾟﾘﾝﾄ ﾃﾞｰﾀは 32 ﾃﾞｰﾀ分まで記憶し、消灯後にﾌﾟﾘﾝﾄします。 
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4-9. 電 池 

1.  動 作 停電のとき時計を動作し、ｶｳﾝﾄ値を保存する。 

2.  種 類 ﾘﾁｳﾑ電池 

3.  動 作 時 間 約 7 年間：AC電源の供給無しで 

4.  長期保存特性 非使用時の容量残は 10年で約 90% 

5.  交 換 時 期 お客様での交換は出来ませんので、交換が必要な場合はご相談下さい。 

 

4-10. 環 境 

1.  使 用   5 ～ 40℃、35 ～ 85％ RH（結露しない事） 

2.  保 存 -20 ～ 50℃、20 ～ 90％ RH（結露しない事） 

 

4-11. 電 源 

1.  入 力 AC 100V /200V (90V～264V) ､50/60Hz、30VA 以下  

2.  耐 圧 電源入力 ～ 筐体間：AC 1.5KV、50Hz、1 分間 

3.  絶 縁 電源入力 ～ 筐体間：DC 500V、20MΩ以上 

 

4-12. 寸法・重量 

幅 180mm x 高 180mm x 奧 155mm、約 2.8Kg 

 

4-13. 筺体処理 

1. 前 面 ﾊ ﾟ ﾈ ﾙ ： 黒（ﾏﾝｾﾙ N1.5） 半艶塗装 

2. ｻﾌﾞﾊﾟﾈﾙ（扉） ： ｸﾞﾚｰ（ﾏﾝｾﾙ N4） 半艶塗装 

3. そ の 他 ： ﾒｯｷ処理 

 

 

5. 構成品構成品構成品構成品    

 

1.  機 器  

SA269A  ・・・・・・・・・・・・・・ 1 

 

2.  付 属 書 類  

取扱説明書  ・・・・・・・・・・・・ 1 

検査成績書  ・・・・・・・・・・・・ 1 

 

3.  付 属 部 品  

電源ｹｰﾌﾞﾙ 1.5m ・・・・・・・・・・ 1 

ﾌﾟﾘﾝﾄ用紙  ・・・・・・・・・・・・ 1 ＊ 

取付金具 ・・・・・・・・・・・・・ 2 

＊：試験用程度の付属量なので、運用分は別途御注文下さい。 
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6. 入力端子台 

6-1. 信号端子台表 

表6-1

端 子 内　　容 端 子 内　　容

Ｂ１  ｺﾓﾝ Ａ１  稼働時間入力

Ｂ２   〃 Ａ２  ｶｳﾝﾄ入力

Ｂ３   〃 Ａ３  ON時間入力

Ｂ４   〃 Ａ４  OFF時間入力

Ｂ５   〃 Ａ５  ﾘｾｯﾄ入力

Ｂ６   〃 Ａ６  ﾌﾟﾘﾝﾄ入力

Ｂ７   〃 Ａ７

Ｂ８   〃 Ａ８ *1,*2

Ｂ９   〃 Ａ９

Ｂ10 +12V (or外部電源入力電圧値)出力 *3 Ａ10

外部電源入力 (DC12V ～ DC24V)

 

 

6-2. 結線 

*1：入力回路用電源(2-2.項参照) 

   何も結線しない状態では、内部電源が有効となります。 

*2：外部電源使用時 

   A8 に DC24V を加えます。 

*3：外部機器用電源出力は、内部から DC12V を出力（電流：100ｍA 以下） 

  注意：出力電圧は、外部電源(端子 A8)に電源が接続されている状態では、 

     外部電源の供給電圧（DC12～DC24V）になります。 

 

Ｂ９

Ａ10

Ｂ10

Ａ１

Ａ２

Ａ３

Ａ４

Ａ５

Ａ６

Ａ７

Ａ８

Ａ９

Ａ10

Ｂ５

Ｂ６

Ｂ７

Ｂ８

-

+

24V　 外部電源

Ａ８

Ａ９

ﾌﾟﾘﾝﾄ

図6-2A 図6-2B

*1

Ｂ８

Ｂ１

Ｂ２

Ｂ３

Ｂ４

稼働時間

ｶｳﾝﾄ

ON時刻

OFF時刻

ﾘｾｯﾄＢ９

Ｂ10
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6-3. 端子台配線上の注意 

1.  ｹ ｰ ﾌ ﾞ ﾙ 

1) 適用ｹｰﾌﾞﾙ断面積 

・単 線：定格適合電線 Φ1.2mm AWG16 （使用可能電線範囲：Φ0.4mm ～ Φ1.2mm） 

・撚り線：定格適合電線 1.25mm

2

  AWG16 （使用可能電線範囲：0.2mm

2

 ～ 1.25mm

2

） 

 

2) 標準剥き線長 

 

 

 

 

* 撚り線を使用する場合は、半田ﾒｯｷを行って下さい。（ﾌﾗｯｸｽは、必ず除去して下さい。） 

 

2.  圧着端子(推奨品) 

圧着端子を使用する場合は、下記の物を御使用下さい。 

 

1) 絶縁被膜付圧着端子( ｾﾝﾀｰﾋﾟﾝ棒形端子 TC型 ) 

・TGV TC-1.25-11T (㈱ﾆﾁﾌ社製) 

・電線抱合範囲  撚り線：0.3mm

2

 ～ 1.65mm

2

  A W G：22 ～ 16

 

 

2) 裸ﾌﾞﾚｰﾄﾞ(BT 型) 

・BT1.25-7.5(㈱ﾆﾁﾌ社製) 

・単 線：Φ0.57mm ～ Φ1.44mm  撚り線：0.25mm

2

 ～ 1.65mm

2

  A W G：22 ～ 16 

 

上記の方法で先端を加工したｹｰﾌﾞﾙを下記の端子台に接続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

11mm 

図 6-3A 

ｹｰﾌﾞﾙ挿入口 

端子台のこのﾎﾞﾀﾝを押すことでﾛｯｸが外れて 

ｹｰﾌﾞﾙの挿入が可能となります。 

ﾎﾞﾀﾝを押しながらｹｰﾌﾞﾙを挿入して下さい。 

図 6-3B 
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7. 使用法 

 

7-1. 動作設定ｽｲｯﾁ SW1 の設定 

1.  SW1-1： ﾌﾟﾘﾝﾄ文字方向 

O N  ： 倒立解除(古いﾃﾞｰﾀが上方向になる。) 

OFF  ： 倒立指示(古いﾃﾞｰﾀが下方向になる。) 

 

2.  SW1-2： 積算時間とｶｳﾝﾄ値のﾘｾｯﾄ時期を設定します。 

O N  ： 外部ﾌﾟﾘﾝﾄ、自動ﾌﾟﾘﾝﾄ、及び 外部ﾘｾｯﾄ入力 ONでﾘｾｯﾄする。 

OFF  ： 外部ﾘｾｯﾄ入力 ONのみでﾘｾｯﾄする。 

 

3.  SW1-4，SW1-3： 日計、月計の自動ﾌﾟﾘﾝﾄ、及び ﾘｾｯﾄ時期を設定します。 

OFF  OFF  ： 日計、月計共にﾌﾟﾘﾝﾄしない。  

OFF  O N  ： 日計 = 18 時に自動ﾌﾟﾘﾝﾄした後にﾘｾｯﾄする。 

         月計 = 18 時に自動ﾌﾟﾘﾝﾄし、月末日のﾌﾟﾘﾝﾄ後にﾘｾｯﾄする。 

O N    OFF  ： 日計 = 24 時に自動ﾌﾟﾘﾝﾄした後にﾘｾｯﾄする。 

         月計 = 24 時に自動ﾌﾟﾘﾝﾄし、月末日のﾌﾟﾘﾝﾄ後にﾘｾｯﾄする。 

O N    O N  ： 日計 = 外部ﾌﾟﾘﾝﾄ入力 ON でﾌﾟﾘﾝﾄした後にﾘｾｯﾄする。 

         月計 = 外部ﾌﾟﾘﾝﾄ入力 ON でﾌﾟﾘﾝﾄし、月末日のﾌﾟﾘﾝﾄ後にﾘｾｯﾄする。 

 

注 1 = 1 日 1 回 任意の時刻にﾌﾟﾘﾝﾄする時に設定する。 

注 2 = 1 日 n回ﾌﾟﾘﾝﾄすると、日計を 1 日何回かﾌﾟﾘﾝﾄできる。 

注 3 = SW1-3，SW1-4 両方を OFF し、SW1-5～SW1-8 も全てを ONすると、 

ﾌﾟﾘﾝﾄ毎に小計、日計、月計をﾌﾟﾘﾝﾄする。 

 

4.  SW1-5 ～ SW1-8 ： 小計の自動ﾌﾟﾘﾝﾄ時間間隔の設定 

30 秒 ～ ０時のみ ： 設定した時間間隔で自動ﾌﾟﾘﾝﾄ、及び 外部ﾌﾟﾘﾝﾄ入力 ON でﾌﾟﾘﾝﾄする。 

自 動 ﾌﾟﾘﾝﾄ無  ： 外部ﾌﾟﾘﾝﾄ入力 ON の時のみﾌﾟﾘﾝﾄする。 

 

7-2. 動作設定ｽｲｯﾁ SW2 の設定 

1.  SW2-2，SW2-1： 時計の電源同期を選択します。 

OFF    OFF  ： 同期せず 

OFF    O N  ： 50Hz、電源周波数同期 

O N    OFF  ： 60Hz、電源周波数同期 

O N    O N  ： 同期せず 

 

2.  SW2-3 ： ｶｳﾝﾄ値の最大計数周波数を設定します。 

O N   ： 20Hz = 接点等、周波数が低い時 

OFF   ： 5KHz = 周波数が高い時 

 

3.  SW2-4 ： 未使用 
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4.  SW2-5 ： 日時末尾の文字(定時ﾌﾟﾘﾝﾄ、自動ﾌﾟﾘﾝﾄ、確認ﾌﾟﾘﾝﾄ、外部ﾌﾟﾘﾝﾄ) 

O N   ： 記号(*、*、T、#) 

OFF   ： 漢字(定時、自動、確認、外部) 

 

5.  SW2-6 ： 紙ｶｯﾄ動作(【S3】が「測定」側のときの【S6】ｽｲｯﾁ) 

O N   ： ﾛｰﾃﾞｨﾝｸﾞ後にﾊﾟｰｼｬﾙｶｯﾄ(中央 1 点残し) 

OFF   ： ﾛｰﾃﾞｨﾝｸﾞ後にﾌﾙｶｯﾄ 

 

6.  SW2-8，SW2-7： 各ﾌﾟﾘﾝﾄ後の改行の行数を選択します。 

OFF    OFF  ： １行 

OFF    O N  ： ２行 

O N    OFF  ： ３行 

O N    O N  ： ４行 

 

7-3. 外部結線 

1.  AC 100V/200V を供給します。 

2.  入力信号を結線します。 

積算時間、ｶｳﾝﾄ値、ON 時刻、OFF 時刻の 4 入力が有るので、必要な入力だけを結線します。無結

線の項目はﾌﾟﾘﾝﾄしません。 

3.  外部ﾘｾｯﾄ入力、外部ﾌﾟﾘﾝﾄ入力を結線します。 

4.  端子台表を参照し、電源同期回路と入力回路電源を結線します。 

 

7-4. 時刻設定 

2-8.項を参照の上、時刻設定します。 

 

7-5. 停電解除時の動作 

1.  時計が正常であれば、通常の動作を開始します。 

2.  最初の電源 ON、長い停電で時計の内容が失われた時は、「TIME & MEMORY IRREGULAR」とﾌﾟﾘﾝﾄし、

「00年 01 月 01 日 00 時 00 分 00 秒」から歩進を開始します。この時は、稼動時間、ｶｳﾝﾄ値の内

容も失われるので、小計、日計、月計共に“ 0 ”から計数します。 

3.  時計が未設定でも時計は正しいとして稼動時間、ｶｳﾝﾄ値の計数は正常に行います。 

 

7-6. 時計修正時の積算値 

1.  ±30 秒修正の時、小計、日計、月計共に影響を受けず、計数を続行します。 

2.  【 S3 】ｽｲｯﾁを「測定」側から「時刻設定」側に切り替えた時は、小計、日計、月計をﾌﾟﾘﾝﾄした

後ﾘｾｯﾄし、全て“ 0 ”から計数します。 

 

7-7. 電池の交換 

1.  停電時の保護時間が短くなった時又は 4 ～ 5年ごとに交換します。 

2.  内部電池は、基板に直接半田付けを行っています。この電池は、お客様での交換は出来ませんの

で交換が必要な場合はご相談下さい。 
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7-8. ﾌﾟﾘﾝﾄ機構・用紙 

 

1.  ﾌﾟﾗﾃﾝｱｰﾑの開閉 

1) ﾌﾟﾗﾃﾝｱｰﾑを閉じるときは、ﾌﾟﾗﾃﾝｱｰﾑの中央部をｶﾁｯと音がするまで押してﾛｯｸします。 

ﾌﾟﾗﾃﾝｱｰﾑが開いた状態では印字動作しません。 

2) ﾌﾟﾗﾃﾝｱｰﾑを開くときは、ﾌﾟﾗﾃﾝﾘﾘｰｽﾚﾊﾞｰを操作します。 

ﾌﾟﾘﾝﾄ用紙の取り外し、ﾌﾟﾘﾝﾄ機構のｸﾘｰﾆﾝｸﾞなどのときはﾌﾟﾗﾃﾝｱｰﾑを開いて行います。 

ﾌﾟﾗﾃﾝｱｰﾑ

ﾘﾘｰｽﾚﾊﾞｰ

開くとき

閉じるとき

図7-7-1

用紙

ｶｯﾄする

図7-7-2A

 

 

2.  ﾌﾟﾘﾝﾄ用紙の交換 

1) ﾌﾟﾘﾝﾄ用紙の最後 1m 程度は両側が赤くなっているので、早めに交換して下さい。 

2) 新しいﾌﾟﾘﾝﾄ用紙は先端をﾃｰﾌﾟ止めから剥がし、先端から剥がし跡までをはさみ等で真っ直ぐ

直角にｶｯﾄします。 

3) ﾌﾟﾘﾝﾄ用紙のｾｯﾄｱｯﾌﾟは電源 ONにして行います。 

4) 用紙ｾｯﾄｱｯﾌﾟ方法Ⅰ 

① ﾌﾟﾗﾃﾝｱｰﾑを閉じておく。 

② 図 7-7-2B のように用紙先端を挿入口に真っ直ぐ挿し込んでください。 

③ 用紙ｾﾝｻｰが用紙を検出すると、自動で用紙を引き込んでｶｯﾄし、印字可能になります。 

5) 用紙ｾｯﾄｱｯﾌﾟ方法Ⅱ 

① ﾌﾟﾗﾃﾝｱｰﾑを開いておく。 

② 図 7-7-2C のように用紙先端をﾌﾟﾗﾃﾝｱｰﾑに真っ直ぐ通して、ﾌﾟﾗﾃﾝｱｰﾑを閉じます。 

③ 用紙ｾﾝｻｰが用紙を検出し、自動で紙送りしてｶｯﾄし、印字可能になります。 

図7-7-2B 図7-7-2C
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1.  ｱﾗｰﾑﾗﾝﾌﾟ 
操作ｽｲｯﾁ内の【 S6 】ｽｲｯﾁ(紙ｶｯﾄ)の赤 LED はﾌﾟﾘﾝﾀのｱﾗｰﾑﾗﾝﾌﾟです。 

1) 消灯のとき：ﾌﾟﾘﾝﾄ動作します。 

2) 点灯のとき：用紙なし、あるいはﾌﾟﾗﾃﾝｱｰﾑが開いているとき点灯します。 

3) 点滅のとき：ﾍｯﾄﾞ温度、ｵｰﾄｶｯﾀｰ等の異常時に点滅します。 

電源 OFF にしてﾌﾟﾘﾝﾄ機構のｸﾘｰﾆﾝｸﾞしてください。ｸﾘｰﾆﾝｸﾞをしても解決しないときはﾌﾟﾘﾝﾀ

の不良・故障が考えられます。 

※点灯/点滅中のﾌﾟﾘﾝﾄ ﾃﾞｰﾀは 32 ﾃﾞｰﾀ分まで記憶し、消灯後にﾌﾟﾘﾝﾄします。 

 

2.  ﾌﾟﾘﾝﾄ機構のｸﾘｰﾆﾝｸﾞ 

紙粉の付着や汚れにより印字品質が低下することがあります。 

ﾌﾟﾘﾝﾄ機構のｸﾘｰﾆﾝｸﾞは、電源 OFF にし、ﾌﾟﾗﾃﾝｱｰﾑを開いて行ってください。 

 

1) ｻｰﾏﾙﾍｯﾄﾞ 

ｴﾀﾉｰﾙまたはｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱﾙｺｰﾙ(IPA)を含ませた綿棒で軽く擦り、汚れを拭き取ってください。 

2) ﾌﾟﾗﾃﾝﾛｰﾗ 

乾いた布で軽く擦り(指で軽く回転させながら)、表面のｺﾞﾐ、ﾎｺﾘ等を除去してください。 

3) 紙無しｾﾝｻｰ及びその周辺 

毛先の柔らかいﾌﾞﾗｼ等で表面のｺﾞﾐ、ﾎｺﾘ等を除去してください。 

4) ｵｰﾄｶｯﾀｰ 

ｴｱｰﾌﾞﾛｰ等で表面のｺﾞﾐ、ﾎｺﾘ等を除去してください。(目安：10万回動作毎) 

 

紙無しｾﾝｻｰ

ﾌﾟﾗﾃﾝｱｰﾑ

ｻｰﾏﾙﾍｯﾄﾞ

ｵｰﾄｶｯﾀｰ

ﾌﾟﾗﾃﾝﾛｰﾗ

図7-7-3

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・印刷直後、ｻｰﾏﾙﾍｯﾄﾞは高温になっているので、ご注意ください。 

・ﾌﾟﾗﾃﾝｱｰﾑを開いているとき、ｻｰﾏﾙﾍｯﾄﾞ、ｵｰﾄｶｯﾀｰ、紙無しｾﾝｻｰに指や手、金属等で 

触れないようにしてください。 



17 
 

 
  

 
 

ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
ｱ
ｰ
ﾂ
 

S
A
2
6
9
A
 

 8. 
外

観
図

外
観

図
外

観
図

外
観

図
    

AC90V

 264V FG

~

1
8
0

180 6 6168

1
2
.
5

1
5
5

1
2
.
5

155t2

(
4
.
5
)

１

２

(18)

175（パネルカット寸法）

(取付パネル)

1

2
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5
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B A

INPUT

３

６

７

８

９

１０

１１

１４ １５

１２ １３

１６

５

４

質量：約２.８Ｋｇ

外観面・ｻﾌﾞﾊﾟﾈﾙ(扉)：ｸﾞﾚｰ(ﾏﾝｾﾙ N4)半艶塗装

　　　・その他：黒(ﾏﾝｾﾙ N1.5)半艶塗装に白文字

ON

↑

ON

↑

SW2 SW1

21 3 4 5 6 7 8 21 3 4 5 6 7 8

175

1
6
0

＜パネルカット寸法＞

Ｓ＝１／５

１０．スイッチ Ｓ７（紙送り／プリント桁変更）･秒点滅ＬＥＤ

　９．スイッチ Ｓ６（紙カット）･アラームＬＥＤ

　８．スイッチ Ｓ５（確認プリント／ＤＯＷＮカウント）

　７．スイッチ Ｓ４（３０秒修正／ＵＰカウント）

　６．スイッチ Ｓ３（測定／時刻設定）

　５．７ｓｅｇＬＥＤ

　４．印字紙出口

　３．印字紙（感熱紙）

　２．プリンタモジュール

　１．動作設定スイッチ（ＳＷ１，ＳＷ２）カバー付

線挿入

押し解放

１１．サブパネル（扉）

１３．信号入力端子台（ＩＮＰＵＴ）

１４．ゴム足(ネジ止め) パネル取付時は除去

１５．機器取付金具(２ヶ添付）

１６．ＵＳＢコネクタ穴(オプション対応)

１２．ＡＣ入力端子台（ＡＣ９０～２６４Ｖ／ＦＧ）

 


